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第 14 号 

 

 

今
年
度
は
、
令
和
６
年
度
の
報
酬
改
定
と
法
改
正
を
受
け
、
全
国
で
制

度
運
用
の
見
直
し
や
法
に
沿
っ
た
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。
東
京
都
発
達

障
害
支
援
協
会
と
し
て
も
、
関
東
地
区
知
的
障
害
者
福
祉
協
会
を
通
じ
要

望
書
を
ま
と
め
、
日
本
知
的
障
害
者
福
祉
協
会
へ
提
出
し
、
給
付
費
の
物

価
ス
ラ
イ
ド
方
式
の
導
入
や
人
材
確
保
策
の
強
化
を
求
め
続
け
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
制
度
が
整
え
ば
課
題
が
解
決
し
、
支
援
が
向
上
す
る
わ
け
で
は

な
く
、
真
に
問
わ
れ
る
こ
と
は
「
現
場
が
持
続
で
き
る
か
」、
そ
し
て
「
次

世
代
を
育
て
ら
れ
る
か
」
で
す
。 

 

現
場
で
は
支
援
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
、
重
度
化
、
家
族
支
援
、
意
思
決

定
支
援
、
地
域
移
行
、
医
療
連
携
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
な
ど
、
求
め
ら
れ
る
役

割
は
年
々
広
が
っ
て
い
ま
す
。
厳
し
い
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
若
い
世
代
に
と

っ
て
魅
力
あ
る
仕
事
と
し
て
、
誇
り
を
持
っ
て
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
づ

く
り
が
不
可
欠
で
す
。 

 

次
年
度
に
向
け
て
は
、
①
職
員
の
学
び
と
成
長
の
機
会
を
増
や
す
こ
と
、

②
地
域
の
理
解
と
協
働
を
広
げ
る
こ
と
、
③
学
校
・
企
業
・
自
治
体
と
連

携
し
、
障
害
の
あ
る
方
が
地
域
で
当
た
り
前
に
暮
ら
し
働
く
社
会
と
な
る

よ
う
皆
さ
ま
と
共
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
福
祉
の
未
来
は
一
歩
一
歩
の

積
み
重
ね
で
す
。
現
場
の
声
を
国
に
届
け
な
が
ら
、
支
援
の
質
と
職
業
的

魅
力
の
向
上
に
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ご
挨
拶 特

定
非
営
利
活
動
法
人 

東
京
都
発
達
障
害
支
援
協
会 

理
事
長 

山
下 

望 

2025年 12月発行  特定非営利活動法人東京都発達障害支援協会 

発行者：山下 望  編集者：鈴木 千香子 

185-0021東京都国分寺市南町 2-11-14 トミービル 3F 

TEL：042-300-1366  FAX：042-300-1367  URL：https://www.tshien.jp/ 

 

2025 年度４団体共催研修会 

『これからの日本の知的障害者福祉 - 制度・地域・家族の未来図』 

 
● 基調講演 『人口減少・高齢化社会における知的障害者福祉の未来戦略 

                                ～障害者福祉のあり方検討や国の動向を語る～』 

● 講  師 小澤 温氏（筑波大学名誉教授） 
 
日時： 2026 年 2 月 6 日（金）13：30～16：50 

会場： 三鷹産業プラザ ７F 703-705 会議室 

対象： ４団体会員の皆さま・関係団体の皆さまなど 

参加費：無料 
  
⚫  【４団体】 

＊特定非営利活動法人東京都発達障害支援協会   

＊一般社団法人東京都知的障害児者生活サポート協会 

＊東京都障害者通所活動施設職員研修会      

＊東京知的障害児・者入所施設保護者会連絡協議会 

10 回目の開催となる 4 団体共催研修会で

は、基調講演およびさまざまな課題につい

ての支援者やご家族による発表を受け、パ

ネルディスカッションをおこないます。施

設関係者・ご家族・学生さんなど多くの方

のご参加をお待ちしております。 
申込フォームはこちら 
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令和 7（2025）年度定期総会・第１回研修会 報告 

第１部の 2025 年度定期総会は、6 月 19 日（木）オープンイノベーションフィールド多摩国分寺館にて開催し、総社員数 198

名、出席社員 107 名（委任状出席含む）により総会は成立、全ての議案をご承認いただきました。 

第２部では、『障害福祉における人材採用に関して～施設、事業所での事例発表および課題提起～』をテーマに第１回研修会

を開催しました。各部会の役員が採用の状況と工夫している事例を発表、人材確保や定着、外国人雇用など課題や問題点に対す

る取り組みについて共有する場となりました。 

（支出の部）

大科目 中科目 決算額

会費 7,186,100

事務費 2,356,771

事業費 308,611

繰越金 次期繰越金 288,119

10,139,601支出合計

（収入の部） （単位：円）

大科目 中科目 決算額

会費 9,194,100

還付金 本部還付金 111,152

研修会収入 研修参加費 49,500

受託収入 関東地区事務費 100,000

雑収入 527,505

繰越金 前期繰越金 157,344

10,139,601収入合計

令和6（2024）年度一般会計決算書　
令和6年4月1日～令和7年3月31日

（収入の部） （単位：円）

科目 決算額

雑収入 9,604

前期繰越金 18,656,225

収入合計 18,665,829

令和6（2024）年度特別会計決算書

令和6年4月1日から令和7年3月31日まで （支出の部）

科目 決算額

災害準備金 0

雑費 0

次期繰越金 18,665,829

支出合計 18,665,829

一般会計貸借対照表 令和7（2025）年3月31日現在

（単位：　円）

勘定科目 当年度末 前年度末 増減 勘定科目 当年度末 前年度末 増減

流動資産 288,119 157,344 130,775 負債の部合計 0 0 0

現金 35,954 8,950 27,004

普通預金 250,865 130,494 120,371 次期繰越活動増減差額 288,119 157,344 130,775

前払金 1,300 17,900 ▲ 16,600 （うち当期活動増減差額） 130,775 78,294 209,069

仮払金 0 0 0 純資産の部合計 288,119 157,344 130,775

資産の部合計 288,119 157,344 130,775 負債及び純資産の部合計 288,119 157,344 130,775

純資産の部

資産の部 負債の部

（収入の部）

大科目 中科目 令和7年度予算額

会費 9,224,000

還付金 本部還付金 110,000

研修会収入 研修参加費 50,000

受託収入 600,000

雑収入 雑収入 10,000

繰越金 前期繰越金 288,119

10,282,119収入合計

令和7（2025）年度一般会計予算
令和7年4月1日から令和8年3月31日まで

（支出の部）

大科目 中科目 令和7年度予算額

会費 7,216,000

事務費 2,353,000

事業費 430,000

予備費 予備費 283,119

10,282,119支出合計

（収入の部） （単位：円）

科目 令和７年度予算額

雑　収　入 10,000

前期繰越金 18,665,829

収入合計 18,675,829

令和７（2025）年度　特別会計予算

令和7年4月1日から令和8年3月31日まで

（支出の部）

科目 令和７年度予算額

災害等 準備金 1,000,000

雑費 5,000

予備費 17,670,829

支出合計 18,675,829

特別会計貸借対照表 令和7（2025）年3月31日現在

（単位：　円）

勘定科目 当年度末 前年度末 増減 勘定科目 当年度末 前年度末 増減

流動資産 1,665,795 1,656,225 9,570 仮受金 0 0 0

普通預金 1,665,795 1,656,225 9,570 負 債 合 計 0 0 0

固定資産 17,000,034 17,000,000 34

定期預金 17,000,034 17,000,000 34 次期繰越活動増減差額 18,665,829 18,656,225 9,604

（当期活動増減差額） 0 -800,519 800,519

純資産の部合計 18,665,829 18,656,225 9,604

資産の部合計 18,665,829 18,656,225 9,604 負債及び純資産の部合計 18,665,829 18,656,225 9,604

純資産の部

資産の部 負債の部
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第
１
分
科
会 

会
長
・
事
務
局
長
分
科
会 

本
年
５
月
に
『
障
害
者
の
地
域
生
活
支
援
も

踏
ま
え
た
障
害
者
支
援
施
設
の
在
り
方
に
係
る

検
討
会
』
が
発
足
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
４
回
の
議

論
が
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。
現
状
一
定
の
方
向
性

は
見
ら
れ
、
障
害
者
支
援
施
設
に
求
め
ら
れ
る

役
割
・
機
能
、
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
、
以
下
の

４
点
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

①
利
用
者
の
意
思
・
希
望
の
尊
重
（
意
思
決

定
支
援
の
推
進
） 

②
地
域
移
行
を
支
援
す
る

機
能
（
地
域
移
行
等
の
意
向
確
認
の
徹
底
） 

③
地
域
生
活
を
支
え
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
機

能
（
災
害
時
等
の
地
域
拠
点
の
役
割
・
支
援
技

術
等
専
門
性
の
地
域
還
元
） 

④
入
所
者
へ
の

専
門
的
支
援
や
生
活
環
境
（
重
度
化
高
齢
化
へ

の
専
門
的
支
援
や
日
中
と
居
住
の
場
の
分
離
な

ど
） 

 

今
後
は
、
次
期
障
害
福
祉
計
画
に
向
け
た
基

本
方
針
の
目
標
等
の
在
り
方
を
議
論
し
て
い
く

と
と
も
に
、
報
酬
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
次
期

報
酬
改
定
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
と
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
検
討
会
の
動
向
を
注
視

し
つ
つ
会
員
施
設
の
皆
様
と
共
に
障
害
者
支
援

施
設
の
役
割
や
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
て
い
く
機

会
を
持
て
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。 

（
障
害
者
支
援
施
設
部
会
部
会
長 

 

貝
沼 

寿
夫
） 

 

令
和
７
年
度
、
国
の
障
害
児
施
策
お
よ
び
東

京
都
の
取
り
組
み
と
し
て
、
利
用
者
（
家
族
）

の
経
済
的
負
担
軽
減
と
し
て
、
就
学
前
無
償

化
、
補
装
具
費
支
給
な
ど
が
拡
充
さ
れ
た
の
を

は
じ
め
、
地
域
の
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
推
進

と
し
て
相
談
支
援
や
教
育
機
関
と
の
連
携
な
ど

支
援
の
切
れ
目
を
な
く
す
方
針
が
強
化
さ
れ
ま

し
た
。 

 

障
害
児
入
所
施
設
は
、
子
ど
も
家
庭
庁
を
中

心
に
障
害
児
入
所
施
設
の
在
り
方
検
討
会
が
５

月
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
東
京
都
の
入
所
施

設
で
は
、

18

歳
以
降
の
移
行
先
施
設
を
探
す
こ

と
が
依
然
と
し
て
困
難
な
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
東

京
都
外
の
施
設
を
や
む
な
く
選
択
す
る
児
童
も

い
ま
す
。 

 

児
童
発
達
事
業
で
は
区
市
町
（
圏
域
含
む
）

に
児
発
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
区
部
と
市
部
と
で
は
設
置
状
況
に
開
き
が

あ
る
の
が
現
状
で
す
。
同
様
に
居
宅
支
援
事
業

や
短
期
入
所
事
業
所
に
関
し
て
も
区
部
と
市
部

と
の
地
域
格
差
は
大
き
く
、
遠
方
か
ら
保
護
者

が
送
迎
を
さ
れ
利
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ

う
で
す
。
特
に
こ
れ
ら
は
医
療
的
ケ
ア
児
に
と

っ
て
は
深
刻
な
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

地
域
の
中
で
、
子
ど
も
や
家
族
が
望
む
暮
ら

し
が
実
現
で
き
る
よ
う
協
会
・
部
会
を
通
し
て

働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
課
題
は
、

11

月
７
日
に
あ
っ
た
関
東
地

区
種
別
代
表
者
会
議
の
分
科
会
で
も
報
告
を
致

し
ま
し
た
。 

（
児
童
発
達
支
援
部
会
部
会
長 

石
川 

淳
） 

   

令和 7（2025）年度 

関東地区知的障害関係施設種別代表者会議栃木大会報告 
 

テーマ「意思を育む支援力」―利用者にとって最善の利益とは―  

山下理事長ご挨拶（関東地区会長） 

⚫ 期日 令和 7 年 11 月 6 日（木）・7 日（金） 

⚫ 会場 全体会および情報交換会：ホテルマイステイズ宇都宮  

分科会：ライトキューブ宇都宮 

 

第
２
分
科
会 

児
童
発
達
／
障
害
者
支
援
施
設 

合
同
部
会 

今
回
の
関
東
地
区
知
的
障
害
関
係
施
設
種
別

代
表
者
会
議
栃
木
大
会
に
お
い
て
、
２
日
目
に

開
催
さ
れ
た
第
１
分
科
会
で
は
、
日
本
知
的
障

害
者
福
祉
協
会
政
策
委
員
会
へ
の
関
東
地
区
と

し
て
の
提
言
書
を
ま
と
め
る
た
め
、
各
都
県
お

よ
び
神
奈
川
県
の
政
令
指
定
都
市
に
よ
る
話
し

合
い
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。 

各
都
県
、
各
分
野
共
通
の
課
題
と
し
て
は
、

経
営
の
安
定
化
と
人
材
不
足
、
物
価
高
騰
が
大

き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
人
材
不
足

に
お
い
て
は
他
産
業
と
の
格
差
を
考
慮
し
た
基

本
報
酬
の
引
き
上
げ
、
人
材
の
確
保
の
た
め
の

外
国
人
職
員
の
雇
用
、
ま
た
、
人
材
育
成
へ
の

取
り
組
み
に
関
し
て
も
活
発
な
意
見
交
換
が
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
事
務
処
理
に
関
し
て
も

市
区
町
村
に
よ
り
理
解
の
差
が
見
ら
れ
、
処
理

の
遅
延
も
発
生
し
て
い
る
現
状
が
あ
る
と
話
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

今
後
の
取
り
組
み
案
と
し
て
、
入
所
施
設
が

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
役
割
と
す
る
地
域
拠
点

化
や
虐
待
防
止
か
ら
尊
厳
支
援
へ
の
転
換
、
福

祉
と
教
育
の
連
携
の
強
化
、

18

歳
か
ら

25

歳
の
移
行
期
に
お
け
る
支
援
制
度
の
強
化
等
の

案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
毎
に
お
け
る
課
題

も
多
く
、
次
期
報
酬
改
定
に
向
け
、
現
場
か
ら

も
声
を
あ
げ
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

（
事
務
局
長 

鈴
木 

千
香
子
） 
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第
５
分
科
会 

支
援
ス
タ
ッ
フ
委
員
会 

 

関
東
地
区
知
的
障
害
関
係
施
設
種
別
代
表
者

会
議
に
参
加
し
、
分
科
会
に
て
意
思
決
定
支
援

を
テ
ー
マ
に
個
別
支
援
計
画
の
作
成
を
行
い
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
部
会
長
同
士
で
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
て
利
用
者
の
人
生
に
思

い
を
巡
ら
せ
、
様
々
な
発
表
を
聞
け
た
こ
と
は

大
き
な
収
穫
で
す
。 

 

支
援
ス
タ
ッ
フ
部
会
は
各
事
業
所
の
現
場
ス

タ
ッ
フ
が
集
ま
り
運
営
し
て
お
り
ま
す
。
昨
今

様
々
な
課
題
に
直
面
し
て
お
り
、
高
齢
化
問

題
、
福
祉
人
材
の
不
足
、
利
用
者
や
家
族
を
支

え
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築
な
ど
あ
ら
ゆ

る
視
点
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
特
に
意
思
決
定
支
援
に
つ
い
て

は
そ
の
本
質
を
学
び
、
実
践
を
行
う
べ
く
研
修

の
企
画
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
、
部
会
で
は
事
業
所
見
学
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。
先
日
は
埼
玉
県
川
口
市
に

あ
る
「
工
房
集
」
を
見
学
し
ま
し
た
。
障
害
の

程
度
に
関
係
な
く
、
お
一
人
お
一
人
が
立
派
な

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
、
ご
自
身
の
作
品
や
そ
の
作

業
工
程
な
ど
を
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
素

敵
な
作
品
の
数
々
を
見
て
見
学
者
一
同
感
動
を

持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
お
困

り
の
方
の
支
え
に
な
れ
る
よ
う
研
鑽
を
積
ん
で

ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

（
支
援
ス
タ
ッ
フ
部
会
部
会
長 

小
池 

誠
） 

第
３
分
科
会
（
日
中
活
動
支
援
部
会
／
生
産

活
動
・
就
労
支
援
部
会
合
同
部
会
）
で
は
、

「

“
選
ぶ
力

”
を
支
え
る
支
援
者
の
か
か
わ
り

～
本
人
主
体
の
暮
ら
し
と
活
動
を
支
え
る
視
点

か
ら
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
日
本
意
思
決
定
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（S

D
M

 Ja
p

a
n

）
代
表
理
事
・
名

川
勝
氏
に
よ
る
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
森
下
浩
明
氏
（
関
東
地
区
日
中
活
動

支
援
部
会
長
）
、
福
岡
新
司
氏
（
同
生
産
活

動
・
就
労
支
援
部
会
長
）
と
の
鼎
談
で
は
、
具

体
的
な
事
例
を
交
え
た
分
か
り
や
す
い
お
話
が

印
象
的
で
し
た
。
特
に
「
日
常
の
会
話
に
本
人

を
置
く
こ
と
」
「
自
立
は
さ
せ
る
も
の
で
は
な

く
、
体
験
を
通
し
て
自
立
し
て
い
く
こ
と
」

「
ご
家
族
や
支
援
者
が
笑
顔
で
い
る
こ
と
が
大

切
」
と
い
っ
た
言
葉
が
心
に
残
り
ま
し
た
。
ま

た
、
地
域
と
の
関
わ
り
を
通
じ
た
関
係
の
広
が

り
が
、
こ
れ
か
ら
の
支
援
に
求
め
ら
れ
る
重
要

な
視
点
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
学
び
ま
し
た
。 

（
日
中
活
動
支
援
部
会
部
会
長 

林 

良
介
） 

第
３
分
科
会 

日
中
活
動
支
援
部
会
／ 

生
産
活
動
・
就
労
支
援
部
会 

合
同
部
会 

第
４
分
科
会 

地
域
支
援
部
会
／
相
談
支
援
部
会 

合
同
部
会 

第
４
分
科
会
で
は
「
地
域
支
援
部
会
・
相
談
支

援
部
会
合
同
部
会
」
と
し
て
、
支
援
の
質
向
上
と

連
携
の
重
要
性
が
多
角
的
に
議
論
さ
れ
ま
し
た
。 

第
１
部
で
は
、
相
談
支
援
専
門
員
と
サ
ー
ビ
ス
提
供

事
業
者
の
関
係
性
や
、
個
別
支
援
計
画
と
サ
ー
ビ
ス
等

利
用
計
画
の
連
動
性
が
焦
点
と
な
り
、
利
用
者
の
意
思

を
尊
重
し
た
支
援
の
在
り
方
が
問
わ
れ
ま
し
た
。
支
援

者
間
の
連
携
を
深
め
る
た
め
に
は
、
会
議
の
場
の
設
定

や
情
報
共
有
の
丁
寧
さ
が
不
可
欠
で
あ
り
、
計
画
は
単

な
る
書
類
で
は
な
く
、
共
通
言
語
と
し
て
活
用
す
べ
き

ツ
ー
ル
で
あ
る
と
さ
れ
ま
し
た
。 

第
２
部
で
は
、
災
害
時
の
居
住
支
援
と
相
談
支
援
に

関
す
る
実
践
が
紹
介
さ
れ
、
小
規
模
事
業
所
に
お
け
る

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
業
務
継
続
計
画
）
の
課
題
や
、
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
の
活
用
に
よ
る
リ
ス
ク
の
可
視
化
、
地
域
連
携
の

必
要
性
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
発
災
時
に
お
け
る
迅
速

な
対
応
と
、
平
時
か
ら
の
体
制
づ
く
り
が
利
用
者
の
安

全
確
保
に
直
結
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

第
３
部
で
は
、
医
療
と
の
連
携
を
通
じ
た
看
取
り
支

援
の
事
例
が
共
有
さ
れ
、
利
用
者
の
尊
厳
を
守
り
な
が

ら
最
期
ま
で
寄
り
添
う
支
援
の
重
要
性
が
語
ら
れ
ま
し

た
。
看
取
り
は
職
員
の
成
長
に
も
つ
な
が
る
一
方
で
、

精
神
的
負
担
や
人
材
育
成
の
課
題
も
浮
き
彫
り
と
な
り

ま
し
た
。 

第
４
部
で
は
、
意
思
決
定
支
援
の
実
践
が
紹
介
さ

れ
、
意
思
表
出
が
困
難
な
利
用
者
に
対
し
て
も
、
丁
寧

な
面
談
や
環
境
調
整
を
通
じ
て
本
人
の
希
望
を
引
き
出

す
支
援
の
工
夫
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
地
域
見
学
や
関

係
者
と
の
会
議
を
重
ね
る
こ
と
で
、
本
人
が
納
得
で
き

る
生
活
の
選
択
を
支
え
る
姿
勢
が
重
要
と
さ
れ
ま
し

た
。 総

括
で
は
、
支
援
者
が
悩
み
を
共
有
し
、
地
域
と
つ

な
が
る
支
援
を
通
じ
て
、
利
用
者
の
意
思
を
尊
重
し
た

支
援
の
実
現
を
目
指
す
姿
勢
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
来

年
度
の
研
修
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
意
見
が
求
め
ら

れ
、
今
後
の
支
援
体
制
の
深
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

（
相
談
支
援
部
会
副
部
会
長 

中
川 

邦
仁
丈
） 
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政
策
提
言
委
員
会
は
、
東
社
協
知
的
発
達
障
害
部
会
や
他
の
障
害
福
祉
関
係
団
体
と
連
携
し
て
い

ま
す
。 

大
ま
か
な
役
割
分
担
は
、
東
京
都
特
有
の
問
題
や
予
算
に
つ
い
て
は
東
社
協
が
担
当
し
、
国
全
体

の
法
制
度
や
報
酬
改
定
等
に
つ
い
て
は
協
会
が
担
当
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
他
の
障
害
福
祉
関
係
団

体
と
は
、
東
京
大
集
会
の
開
催
に
あ
た
っ
て
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
福
祉
業
界
に
限
っ
た
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
人
材
確
保
に
つ
い
て
は
国
の
将
来
に
向
け
て
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
言
わ
れ
る
職
業
に
従
事
す
る
人
々
に
こ
そ
十
分
な
報
酬
が
支
払

わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
機
会
あ
る
ご
と
に
繰
り
返
し
伝
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
人
材
の
確
保
な
く
し
て
障
害
の
あ
る
方
が
安
心
し
て
暮
ら
す
社
会
の
実
現
は
な
し
え
な
い
こ
と

で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
引
き
続
き
、
東
社
協
知
的
発
達
障
害
部
会
を
は
じ
め
と
し
た
障
害
福
祉
関

係
団
体
と
連
携
し
、
国
及
び
東
京
都
へ
の
政
策
提
言
等
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆

様
か
ら
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

（
政
策
提
言
委
員
会
委
員
長 

小
池 

朗
） 

 

令
和
７
年
６
月

30

日
、
７
月
１
日
に
北
海
道
立
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
か
で
る
２
、
７

に
て
「
温
故
創
新
」
を
テ
ー
マ
に
全
国
生
産
活
動
・
就
労
支
援
部
会
職
員
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

初
日
は
草
創
期
よ
り
実
践
を
積
み
重
ね
て
き
た
方
々
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
記
念
講
演
が

行
わ
れ
、
情
報
交
換
会
で
は
地
元
事
業
所
の
生
産
品
を
使
用
し
た
料
理
を
味
わ
い
な
が
ら

各
地
域
の
状
況
を
話
し
ま
し
た
。
二
日
目
は
就
労
選
択
支
援
の
行
政
説
明
の
ほ
か
道
内
の

特
別
支
援
学
校
、
事
業
所
等
よ
り
実
践
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

令
和
７
年

10

月
よ
り
障
が
い
者
本
人
が
就
労
ニ
ー
ズ
や
適
性
と
と
も
に
、
就
労
に
必
要

な
支
援
や
配
慮
を
整
理
し
た
う
え
で
働
く
こ
と
に
つ
い
て
の
選
択
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
就
労

系
福
祉
サ
ー
ビ
ス
「
就
労
選
択
支
援
」
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
本
人
を
中
心
に
本
人
と
共

同
で
行
っ
て
い
く
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
お
り
、
「
自
己
選
択
」
「
意
思
決
定
」
を
支
援

し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
継
続
的
に
就
労
し
自
分
ら
し
く
生
活
し
て
い
く
た
め
の
入

口
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
地
域
の
様
々
な
機
関
と
よ
り

強
い
連
携
が
必
要
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。 

（
生
産
活
動
・
就
労
支
援
部
会
副
部
会
長 
金
子 

正
） 

政
策
提
言
委
員
会 

生
産
活
動
・
就
労
支
援
部
会 
部
会
・
委
員
会

よ
り 

令和７（2025）年度第２回研修会 

『みんなで語ろう～   

福祉の現在と未来の問題点』報告 

日時：2025 年 12 月 1日（月）14：00～16：45 

会場：ココブンジプラザ ５F リオンホール 
 

研修会ではまず、山下理事長より「福祉の未来を描く

～日本の現状から見える課題と希望～」をテーマに、現

状の課題・今後の障害福祉の見通し・方向性等の問題

提起がありました。その後の参加者を含めての意見交換

では、各種別における現状と課題が共有されました。 

時間が足りなくなるほど活発な意見交換の場となり、

現場での困り感と解決への取り組みの必要性を感じる研

修となりました。 
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大
正
８
年
６
月
、
伊
豆
大
島
に
藤
倉
学
園
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
藤

倉
学
園
と
い
え
ば
「
教
育
的
治
療
学
」
の
川
田
貞
次
郎
の
名
が
浮
か
ぶ

方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
確
か
に
川
田
が
築
き
、
育
て
上
げ
た
藤

倉
学
園
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
礎
を
作
っ
た
中
内
春
吉
は
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

明
治
維
新
の
激
動
期
に
起
業
家
と
し
て
活
躍
し
、
希
代
の
篤
志
家
と

し
て
藤
倉
学
園
の
設
立
に
大
き
く
か
か
わ
っ
た
中
内
春
吉
翁
の
足
跡
に

つ
い
て
、
掘
り
下
げ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

中
内
春
吉
は
、1

8
6
4

年
２
月
（
元
治
元
年
）
に
栃
木
県
安
蘇
郡
植
野
村

に
生
ま
れ
ま
す
。
同
年
７
月
に
は
京
都
で
池
田
屋
事
件
が
起
き
、
尊
王

攘
夷
の
風
が
吹
く
き
な
臭
い
時
代
で
し
た
。 

こ
の
こ
ろ
イ
ギ
リ
ス
で
は
貧
困
地
域
に
知
識
人
や
学
生
が
住
み
込
み
、

地
域
住
民
と
生
活
を
共
に
し
な
が
ら
地
域
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
た
社

会
運
動
（
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
運
動
（
ト
イ
ン
ビ
ー
・
ホ
ー
ル
）（
ア
メ
リ
カ

の
ハ
ル
ハ
ウ
ス
）
）
やC
O

S

（
慈
善
組
織
協
会
）
が
設
立
さ
れ
、
貧
困
に

対
す
る
社
会
の
目
は
あ
っ
た
も
の
の
、
も
っ
と
広
域
の
社
会
福
祉
、
ま

し
て
や
障
害
者
に
対
す
る
福
祉
な
ど
は
ま
だ
存
在
す
ら
し
て
い
な
い
時

代
で
し
た
。
日
本
国
内
に
お
い
て
は
、
ア
リ
ス
・
ペ
テ
ィ
・
ア
ダ
ム
ス

が1
8
9
1

年
に
設
立
し
た
「
岡
山
博
愛
会
」
に
始
ま
り1

8
9
7

年
、
片
山

潜
が
キ
ン
グ
ス
レ
ー
館
を
設
立
し
、
貧
困
地
域
の
住
民
と
共
に
生
活
改

善
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。 

春
吉
翁
は1

8
7
6

年
（
明
治
９
年
）
12

歳
の
時
に
上
京
し
、
や
が
て
現 

㈱
フ
ジ

ク
ラ
創
業
者
で
あ
る
兄
藤
倉
善
八
の
仕
事

を
手
伝
い
ま
す
。
善
八
の
死
後
、
家
業
の

電
線
に
関
連
す
る
事
業
を
盛
ん
に
し
、
製

品
材
料
の
油
に
適
し
た
質
の
良
い
椿
油
の

生
産
の
た
め
、
大
正
４
年
伊
豆
大
島
に
椿

油
製
油
所
を
築
き
ま
す
。 

春
吉
翁
は
、
幼
少
期
よ
り
母
美
代
に「
人

の
た
め
に
役
立
つ
人
に
な
り
な
さ
い
、
社

会
の
た
め
に
役
立
つ
人
に
な
り
な
さ
い
」

と
い
わ
れ
育
ち
ま
し
た
。「
福
祉
」
と
い
う

言
葉
や
「
慈
善
活
動
」
な
ど
と
い
う
考
え

方
の
な
か
っ
た
時
代
に
、
春
吉
翁
は
母
の

膝
の
上
で
ど
ん
な
思
い
で
こ
の
言
葉
を
聞

い
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。 

日
本
の
障
害
者
福
祉 

 
 

社
会
福
祉
法
人 

藤
倉
学
園 

① 
  

 
 

 

大
島
藤
倉
学
園 

学
園
長 

宮
本 

浩
史 

     

中内 春吉翁 
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大
正
７
年
６
月
に
は
、
大
島
に
開
い
た
椿
油
製
油
所
を
皇
太

子
時
代
の
昭
和
天
皇
が
訪
れ
ま
す
。
春
吉
翁
は
母
の
教
え
を
基

に
、
私
財
を
な
げ
う
ち
人
や
社
会
に
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
考

え
を
ご
説
明
し
た
と
こ
ろ
、
大
い
に
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

日
の
夜
、
春
吉
翁
は
、
財
団
法
人
藤
倉
学
園
を
設
立
し
、
自
ら

理
事
長
に
専
念
す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。 

 

以
下
、
そ
の
財
団
法
人
の
設
立
趣
意
書
で
す
。
春
吉
翁
の
篤

い
思
い
が
こ
も
っ
て
い
ま
す
の
で
、原
文
を
記
載
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

（
次
号
へ
つ
づ
く
） 

財団法人の表札 



東
サ
ポ
か
ら
の
お
知
ら
せ 

◆一般社団法人東京都知的障害児者生活サポート協会（東サポ）では、障害のある 
方とそのご家族のくらしを支える活動をしています。会員のための「生活サポート 
総合補償制度」は、病気治療や検査のための入院やケガの補償、第三者に対する賠 
償、職業従事中のトラブルなど、日常生活での様々な「こまった！」に安心な制度 
として、多くの方にご利用いただいています。 
 
◆2025 年度より「生活サポート総合補償制度」がリニューアルされ、５つのプラン 
の中からよりニーズに合ったものをお選びいただけるようになりました。さらに全 
プランに「施設等管理下財物復旧費用」が新設されたことにより、施設内での物損 
事故にも対応しております。資料送付・家族会などでの説明会もお受けしますので、 
この機会にぜひご利用者ご家族様にサポート協会をご紹介ください。 
 
ご加入・資料請求はこちら↓ 
〔東サポ事務局〕 TEL：042-300-1366 ／ FAX：042-300-1367 ／ Email：tosapo@tshien.jp 

本号より「日本の障害者福祉」として社会福祉法人藤倉学園の連載が始まりました。AIGOとしては社会福祉法人滝乃川学

園以来の連載となります。藤倉学園は中内春吉が私財を投じて東京都大島町に創立しました。先人たちの決意や熱い想いを学

び、今、目の前のご利用者・ご家族そして施設関係者等、誰もが自分らしく「豊かに」暮らせる福祉を皆様と一緒に考えてい

ければと思います。 （事務局長  鈴木 千香子） 

 

ここ数年東京大集会では「生活の場の確保」について議論を重ね、昨年度は「くらしの場を選ぶこと」とし

て、自分でどこに誰と暮らすのか選択をすることをテーマに実施しました。そして今年度はご本人が自分でくら

しの場を選ぶことのできる社会を構築することに焦点を当てて、当事者やご家族、支援者による発表とシンポジ

ウムを行いました。 

東京都発達障害支援協会からは原町成年寮のグループホームで暮らす村中友江氏が支援者の久保氏と共にご登

壇され、都外入所施設から今のグループホームへ移行したいきさつや、今の生活、楽しみ等について笑顔で発表

してくださいました。 

後半のパネルディスカッションでは山下理事長がコーディネーターを務め、都議会議員の皆さまに前半の発表

に対する感想や都政の取り組みなどについてお話しいただきました。最後に主催団体からの要望をお伝えし、東

京の障害福祉の今を改めて知っていただく機会となりました。 
 
★10 月 31 日（金）～12 月 31 日（水）の期間中、オンデマンド配信をご覧になれます。 

                               東社協のホームページはこちら⇒ 

 

今年度標記功労者として受賞された皆さまのご紹介をいたします。表彰式は 11 月 27 日（木）『第 61 回全国

知的障害福祉関係職員研究大会（福島大会）』にて執り行われました。 
 

「滝乃川学園成人部」  太田 伸作 様   市川 享吾 様   三宅 哲也 様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AIGO TOKYO 第 14 号 （8） 2025 年 12 月発行 

第１9 回東京大集会『くらしの場が選べる社会を目指して』 

１ 配信日 令和 7 年９月 6 日（土）13:00～16:00 

２ 開催方法      ライブ 

３ 主 催  東京大集会実行委員会 

 ＜実行委員会構成団体＞ 

東京都社会福祉協議会知的発達障害部会、 

東京都発達障害支援協会、東京都手をつなぐ育成会、 

東京知的障害児･者入所施設保護者会連絡協議会、 

東京都自閉症協会、日本ダウン症協会 

４ 共 催 (一社)東京都知的障害児者生活サポート協会 

５ 後 援 (公社)東京社会福祉士会 

 

※東京大集会実行委員長  金澤 正義 

（東京都社会福祉協議会知的発達障害部会部会長） 

開会挨拶 

支援協会 
の発表 

6 団体による
アピール文 

令和 7 年度知的障害者福祉事業功労者 

編 集 後 記 

mailto:tosapo@tshien.jp

